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1動

泌
氏
の
み
な
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
夕
、
い
ま
す
。

昭
如
五
十
八
年
の
新
谷
を
迎
、
久
新

に
な
希
望
一
と
と
も
に
お
過
ご
し
の
w

」と

と
お
客
ぴ
取
し
上
げ
ま
み
9
0

校
係
子
市
は
十
万
抑
制
上
市
の
伶
隣
人
り

そ
は
た
し
、
我
孫
子
駅
前
の
都

13 
み
令
ざ
ま
開
明
け
ま
し
て
お
め
℃
と
う

叩
つ
子
、
。
昭
和
五
十
八
年
の
新
中
絡
を
迎
、
え
る
に

あ
た
り
蕊
議
委
託
表
い
れ
ん
し
ま
し
て
、

議
し
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
取
し

上
ぜ
認
す
。

本
市
は
mm関
教
事
汚
文
化
都
市
を
理
想

波近藤正影山光男

都
市
づ
く
り
、
子
資
一
沼
の
泳
銭
浄
化
、

開
鉄
常
務
線
の
混
雑
緩
和
、
成
回
線
仇

複
線
化
、
等
々
、
「
十
万
都
市
あ
ぴ
こ
」

に
ふ
さ
わ
し
い
基
盤
務
総
に
努
め
、

市長

本
年
も
山
緩
み
し
て
い
る
諸
問
緩
め

解
決
に
向
け
て
絞
火
限
の
努
カ
を
し
て

ま
い
り
ま
令
。
ど
う
か
み
令
さ
ま
の
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
綴
い
し

ま
す
。新
車
ザ
に
際
し
、
み
令
さ
ま
の
ご
俄
燃

と
ど
多
彩
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て

年
高
閣
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

に
掲
げ
た
胤
W
Y
4
都
市
と
し
て
、
義
実
に

発
階
概
念
総
げ
て
お
り
ま
す
G

し
か
し
、
社
会
経
済
の
状
況
は
非
滋

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
多
様
化
と
増

火
の
一
途
を
た
ど
る
行
欽
潟
裟
に
叫
対
応

す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
円
以
上
の
努

力
会
は
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ゑ
せ
ん
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
こ
の

状
況
を
ふ
ま
え
、
当
一
↓
泌
す
る
諸
問
紐
解

決
の
た
め
、
よ
り
積
極
約
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
十
。

今
後
と
も
、
談
会
活
動
に
な
お
一
勝

の
ご
滞
解
と
ご
支
援
を
お
強
い
取
し
上

げ
ま
し
て
新
俸
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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そして今...••• 
子市!こ。以後10年間、毎年5-6000 
人ずつのハイペースで人口ガ増え
続けまし定。一方、このような都

市化の進行とともに、手賀沼湾染
に代表されるような環l売の変化も
大きな問題となりましだ。
水と緑にJ¥Bさまれた静かなまち、
歴史と文化の香りにあふれたまち、
それガ我孫子です。望書、市で[<l:、
「田園教育文化都市」を目標に、
この恵まれた演l見を守り育て、う

るおいのあるまちづくりを進めて

います。

戦後まもなく手賀沼の干拓事業、
利恨工地改良区の開拓ガ始められ

ました。
東京への行商刀、食淘難のなか
で再び盛んに定まりました。昭和30
年lこは、我孫子旬、湖北村、干有佳
町ガ合併し、我孫子町ガ誕生。
昭和40年代の高度成長期にはい
ると、湖北台団地建E量、常磐線複
々線化を契機!こ都市fヒガ進み、鴎
柑8'9性4各から首都圏の住宅都市へ
と、徐々にその峨相を変えていき
ます。
昭和45年には市制を施行し我孫

-昭和時代
作自を生み、地元の文化lこも題く
しましだ。毅育では自学申J也、主鶏
毅育の実践ガ注目を集めまレ定。
昭和lこ入り、大き忽7Jく害を2度
蟹け、農村不況とかさなり、/Jl家
はきしい生活を迫られましだ。そ

こで、家計を聞けるために東京へ
の行商ガ急速lこ広ガりましだ。
戦争中[<l:、手賀沼に飛行機ガ沼
ちだり、E尺ガ機銃婦射されたりし
ました。兵隊lこ男子教員ガ召集さ
れた後、事責育を交え疋女子事実質の

方々ガ手賀沼でi自殺する悲劇も起
きました。
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黒船来航と村々

り

取

り

線

Jσ

江戸出稼ぎと相馬霊場

青 わぬ

明治・大正
明治時代lこなると、利侵川|ご蒸
気船ガ走りました。やガて常磐線、
成回線と鉄道ガ開通すると、交通
の中山は鍛造となり水運は表えて
いきます。
千葉県東葛飾郡我孫子町、干行佐
町、湖北村ガ生まれ、我孫子町に
は生糸工場ができましだ。
1包元から、民俗学者の柳田国男、
気象学者の岡田武松、値物学者の
中野治房、医者の皿脇守之町たち
が育ちました。また大正時代頃か
ら「白俸」派の人々やジャーナ1.)

ストの杉村楚人冠ガ1主ゐ、多くの

江戸時代
八ヶ所詣りに訪れる江戸の人々も
多くいましだ。
黒船ガ来航し開国をiE!られ疋と
きに江戸~に砲台ガつくられまし
た。その砲台をつくるだめ、恨戸
村の林から用材ガ伐探され利恨川
を使って運ばれましだ。
江戸時代の下総地方はあまり豊
かでなく、間引きの習慣ガあり、
戒めの教えガ広く説かれていまし
だ。

江戸時代に、約25の村ガできま
しだ。関東地方によく男られるよ
うに、ひとつの柑を幕府や民本ガ
複叙で支配していました。
水戸街道と利侵川の水運は江戸
と各地を結び、人々ガ往来し物資
ガ運ぱf1、我孫子村は宿場、干行佐

村|芯河岸として栄えまし定。
手賀;召を中山に新田開発ガ、水

害とのだだかいのなかで進められ、
干閣爆が築かれました。
幕府のおひざ元の江戸との受涜
も深まり、蛮人として江戸ヘ出告書

ぎに行く農民ガいたり、相馬八十

む

U141illl-ぬ
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相
馬
氏
の
家
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にぷじん

女人成仏の伝iji(

(J) 

ーピ三~さ〉ご三十

戦国時代の我孫子地方の減

>， 
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鎌倉・室町・戦国時代
組名の我孫子ガ文字として笠お
するのは室町時代になってからで、

武蔵国で盟主った戸ヒコ彦二郎の名
前ガ出てきます。
正泉寺には北条時頼の銀、伺姪

ガ主人公の女人成1ムの伝承があり
ます。女人成fムは鎌Qfム教の特徴
のひとつで、女性にぬ事現を門戸開
服する教えです。

平安時代の末、相馬郡他方は伊
勢初雪!こE寄進された廷園となり、
相馬御厨とIJY!fまれましだ。田畑の
作物や雄、鮭ガ貢物として供せら
れています。
鎌倉時代になり、受記者の相馬
氏は勢力を1串|まし奥州にも領地を
舟ちますガ、当地を支配していた
下総相馬氏は南北朝の争乱で南朝

に従い取れ衰えます。このug万は
やガて戦国時代の盟主乱に事告さ込ま
れていきます。市内には峨園時代

の減跡や仮憐などガ残されていま
す。

安時代
所の足首班跡ガ発姻されています。
岡崎に利岡開郎の銀銭も発見され
ています。その規煩からみると相
当大きな役所であったようです。

平安時代の平将門の乱は東国の
武士の成長をしめすものとして育
名ですが、白書きには平将門を信仰
する将門御社や巴秀観音寺があり、

ま定石井戸など将門にまつわる説
話や1云萩ガ多く残されています。
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i先土器開1] 縄文時代 |弥生時代| 古漬時代 |奈良月
令竜古本相犬

戸きP溝佐鳥井

ぼくたち、わたしたちのまちにも、れきし'

があるのかな.原始人てほんとにいたのか1J..
強い武主とも会ってみ定い主主、食べものは
じゅうぶんあったのかな。いまでこそ、言まが
たくさん建ち並び、ヨコスフフフルトの道路をク
Jレマガ行き来している我孫子市だけど、普は
どうだつだのだろう.手賞沼のかんたく、そ

して古いお寺や土留なんかも、ずっとエずっと
前のおじいちゃん、おばあちゃんたちがつく
ったもの.曹のあびこを旅してみたいな.

平安時代の相馬郡の郷

I ( 

出土した
初同開I都銀銭

古漬時代

~ 

a1 

ひ
、.

平
縄文式土器

奈良・平
奈良時代は下総国相馬郡lこ属し
ていましだ。朝廷のある申央との
連絡をとるだめ駅ガ置かれました。

{寸近lこそのひとつ於賦駅があつだ
といわれます。
平安時代の相馬郡には、大井、
相馬、布佐、古溝、意部、余芭Eな
どの郷ガありましだ。干行使郷は現

在の布佐のlt!lだといわれます。こ
のころの筒代のもので発』屈されだ
ものには、やはり住唐跡ガ多く、
新木東台、別当地、大久保などの
遺跡から発沼されています。ま芝、

白秀西遺跡からは奈良時代頃の役

先土器・縄文・弥生・古i責時代
予では主主ぜかこの頃の入閣の生活
の跡がほとんど見つかっていませ
れJ。
百j員時代に怠ると鹿島前、新木
東台、日秀西、布佐余聞戸などの
遺跡で多くの住居跡ガ発泡されて、

再び多くの人閤ガ住んでいだこと
がわかります。このころになると
強い力を待った権力者ガあらわれ
たようです。水神w、金目宮など多
くの古績が作られます。当時手賀
沼周辺はこの地I或の申l也、胞のひと
つであつだようです。

我孫子に初めて人間ガ住み始め
乏のは先主豊宮崎代のことですが、
少広くとも2万年前!こは生活して
いたようです。鹿島前週跡から当

時使われた石鰐ガ発i屈されていま
す。
縄文時代になると多くの人ガ住
みムラガ作られるように怠ります。
貝寂も作られています。鹿g齢、
新木東台、下ヶ戸宮前などの遺跡
からは多くの住居跡とともlこいろ
いろな主舘や石署昔、装飾畠などが
奴多く出主しています。宮、生時代
|ま稲作ガ始まる時代ですガ、我孫

345 
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依
存
地
ぞ
終
予
苧
議
題
の
ひ
と
つ
に
と
り
あ
げ
る
と

3
-戸
、
昨
年
円
台
風
目
立
に
お
対
的
淡
れ
か
ら
同
年
皇
室
苔
絞
に
行
っ
て
い
ま
佐
一
d

恥

L
て
く
る
主
事
排
水
号
、

3
ま
と
も
に
、
本
容
の
な
い
ま
ち
っ
く
り
に
主
総
事
受
け
た
草
地
区
に
つ
い
手
い
ま
点
、
喜
子
的
区
画
整
空

qv
排
水
絡
が
絞
れ
て
い
ま
す
。
都
市
化
的
向
け
て
、
梢
脱
線
品
川
討
聞
の
筑
定
を
急
い
で
と
も
総
本
村
取
ブ
口
)
ン
ヱ
ク
ト
チ
米
地
域
内
に
九
円
問
酬
の
大
き
な
ボ
ッ

年
毛
打
、
叫
柳
本
的
削
除
体
的
憐
線
上
の
問
題
き
ま
し
た
ヘ
今
間
開
業
と
や
り
れ
た
計
泊
ム
を
中
心
に
、
水
滋
対
策
を
検
訴
し
て
ク
ス
カ
ル
パ
ー
ト
〈
地
下
に
つ
く
勺
た

到
な
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
ニ
的
地
院
で
は
、
部
年
前
出
か
ら
い
刊
か
都
め
計
測
で
、
い
ま
す
D

M

同
体
品
川
に
は
ち
花
子
縦
約
松
引
の
水
路
)
を
布
設
す
ゐ
受
総
で
や
ヲ
。

建

設

賛

同

主

主

て

議

排

水

豊

田

建

設

に

き

ら

に

、

製

誌

に

は

ポ

ン

ブ

ぬ

き

l

i

j

i

;

;

ぷ
佳
子
る
た
的
、
現
在
、
目
的
体
的
ト
会

紙
撤
む
い
と
の
檎
討
作
裁
に
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
め
仙
間
内
総
試
に
つ
い
て
も
、
市
内

的
主
要
幹
綿
誹
本
識
に
つ
い
て
斜
戒
を

行
っ
て
お
り
ョ
ニ
め
制
糊
殺
批
制
緩
在
踏
ま

え
、
同
日
体
的
な
水
害
対
策
b
込
め
る
考

1 ~ I?' ; 

市内外から

3000人が

マ炉、甲む主

新
木
小
の
鶴
間
生
君

被
災
問
符
手
不
ん
ど
マ
i
叩
感
動
的
一

円
吋
と
し
て
‘
燥
で
は
吋
資
源
や
干
ネ
ル

ギ
i
を
大
切
に
ナ
る
い
総
説
、
作
文
、

ボ
ス
タ
i
を
非
議
し
て
い
業
{
た
が
‘

ポ
ス
タ
;
め
総
て
、
新
本
小
6
航中、制御

協
定
総
花
誌
の
作
品
が
低
限
舟
討
に
機
き

8
4
5
府
内
応
態
丹
中
か
ら

あ

御関空主員君主主君

になったら

年金に

仁残忍:機反

念宮草橋

治tiU3t; 
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防
仲

こ
と
し
は
選
挙
が
自
殺
押
し
灯
。
今

均
的
小
山
氏
選
を
夜
明
り
に
、
附
出
口
付
の
綿

織
選
今
七
月
の
事
的
仇
W

崎
、
十
一
一
門
的
小
市

議
選
と
絞
〈

毛参

(5) 1;183. I 

麻
欄
僻
凡
は
じ
か
〉
努
紡
援
護

品
却
出
品
的
解
緋
〈
は
し
か
)
予
防
機
綴

を
、
次
的
機
療
機
関
で
綴
抑
制
い
い
行
い
ま

す
Q

数
当
す
る
方
培
、
附
航
機
出
世
間
関
に
申

込
惑
が
岡
市
怠
し
で
あ
り
ま
す
の
で
綴
嫁

申
し
込
ん
件
、
く
だ
さ
い
。

綾
…
機
、
や
長
け
る
場
合
は
‘
印
鑑
と
母

子
機
淡
手
緩
を
持
勢
し
て
く
だ
さ
い
@

V
抜
高
す
る
幼
児

1
怒
6
か
月
か
ら

3
滋
的
滋
銭
円
ロ
ま
で
の
幼
勾
該
当
者

円
以
外
的
人
は
、
同
閥
的
成
制
け
と
し
て
有
料
と

な
り
ま
す
a

d

可
憐
修
争
品
間
接
穂
白
描
出
療
機
関

V
時
間
同
午
前
9
時
部
分
か
ら
口
時
加

分
ま
で

糊

V

柑
噛
掛
川
湖
北
ム
ロ
衛
隊
htw

ン
タ
i

V
持
参
す
る
も
的
母
子
健
康
手
緩
お

よ
が
慾
紀
綱
試
は
毎
屋
地
対
移
し
て
く
だ

苦
い
ω

ニ
の
総
に
第
1
附
間
凶
闘
は
パ
ス
タ

オ
ル
1
位
、
議
4
開
問
自
は
さ
ら
し
鞘
1

5
0
日J
、
ぐ
り
い
、
糸
、
針
句
ハ
匂
~
¥

?
チ
針
券
発
事
し
て
く
だ
さ
い
ロ

そ

ん

な

ツ

ス

コ

北
中
ネ
絞
…
年
の
小
林
自
然
ー
さ
ん
が
、
も
と
も
と
絵
や
ポ
ス
タ
ー
を
か
く
の
作
っ
て
い
る
と
か
。
~
将
来
は
手
芸

双
十
念
写
度
的
可
明
る
い
選
挙
啓
党
ポ
か
幻
き
で
も
中
学
で
も
発
街
部
に
入
つ
印
刷
を
持
ち
た
い
い
と
夢
を
ふ
〈
ら
ま

ス
タ
l
L
緩
で
み
ζ

と
一
等
に
嫌
い
h

え
て
い
る
小
林
さ
ん
だ
が
、
寸
践
を
も
ら
す
n

ぷ
川
か
作
っ
て
い
る
と
、
時
間

続
滋
府
際
選
挙
管
理
委
照
会
総
合
会
、
え
る
な
ん
て
考
え
も
し
ま
往
ん
で
し
た
L

が
絞
っ
的
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
で

治
波
町
村
選
挙
管
機
会
民
会
が
全
罰
め
と
い
う
e

特
に
舵
刷
会
僚
叩
た
吉
は
m
苧
ヘ
す
」
と
お
母
糸
口
ん
む

小
、
中
、
必
ゑ
を
村
川
知
名
に
抗
野
一
体
惜
L
ぐ
い
「
明
る
い
灘
州
市
合
一
行
、
つ
の
は
、
市
民
H
V

ポ
ス
タ

i
の
タ
イ
ト
ル
は
協
ら
考

た
ち
の
で
{
知
事
者
三
十
万
問
問
千
人
丹
ど
り
ひ
と
り
。
そ
与
奇
跡
閣
総
し
た
い
と
え
た
。
寸
一
明
る
い
議
事
は
織
や
せ
-

ぎ
ま
し
た
い
も
ち
ろ
ん
中
主
的
小
そ
ん
な
綴
を
数
多
〈
ま
き
た
い
鈴

謹

二

一

刷

林

さ

ん

は

ふ

鞍

警

の

き

そ

凡
1
ノ

.

シ

し

こ

ニ

ピ

手

k
l

引

U

タ
た
は

f
i
Z
4
L

付
M

ス

い

ぷ

そ

ち

に

も

お

辛

ポ

緩

ん

ば

帝

京

官

な

ど

品
会
期
間
い
い
き
的
役
災
的
選
挙

民

営

子

否

、

や

は

り

同
村
挙
作
日
仏
じ

選

選

主

賀

選

ぶ

の

に

そ

い

い

後

指

て

し

ま

い

ま

す

い

る

る

で

軒

と

そ

の

録

し

さ

関

崎

明

展

喝

は

体

験

渋

み

n

l

l

m

バ
ワ
総
叫
聞
は
手
考

嘘
一
腕

事
¥
哨
舎

門
的
問
湖
沼
wrwH}
鷹
諜
鷹
野
健
一
一
計
刊
誌
は
河
川
口
げ
れ
れ

」
別
行
!
針
川

l
出
引
i
u引
」
叩
明
日
制
的
態

unね
日
現
設
で
燃
側
、
ん
で
く
町
三
。

療

育

棺

韻

一

i
繍
同

l
泊
汗
j
i川
内
i
い
同
「
」
数
料
隊
側
、
帯
構
引
剤
師
同
然
総
閥
均
動
産

V
惜
党
総
桝
開
閉

I
R月
同
日
か
り
2
R月比日

苧
阜
の
動
き
や
総
務
外
科
品
川
な
心
紛
州
刷
、
若
議
時
叩
(
会
川
議
議
議
婿
(
会
)
、
日
ま
で

(
綾
織
的
抑
制
脱
臼
や
判
制
緩
)
の
あ
る
子
ど
前
科
衛
ル
都
会
、
劇
科
技
ヱ
士
と
し
て
一
成
田
v
申
込
織

m
l月
V
H

臼
ま
で

も
的
側
談
会
、
行
い
ま
す
G

持
織
し
て
い
る
ガ
は
所
定
的
感
謝
を
昭

V
申
込
方
法
縫
綴
鈴
断
絵
援
と
明
記

V
臨
同
時
1
同
月
日
間
口
u

、
水
〉
受
付
午
後
和
田
年
1
月
日
目
ま
む
に
総
け
山
山
て
く
し
て
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
一
お
そ
れ
叫

1
時
か
ら
2
時

ま

で

だ

さ

い

。

入

し

て

鱗

俊

明

、

、

郵

便

番

ぷ

7
2
6
0
1

wv
場
山
期
総
保
健
所
裁
判
~
日
掛
け
山
山
栗
を
入
手
ー
で
い
な
い

mm
千
磯
市
市
場
前
叫
1
耕

w
z
号
明
下
葉
県

相
マ
持
ち
物
思
持
労
帥
附
開
明
子
綴
方
辻
、
品
担
保
締
出
減
然
帥
慨
臨
補
導
課
ま
た
は
級
生
部
予
時
間
織
へ
お
申
込
み
え
行
事
い
伺

総
務
総
へ
綴
け
山
田
く
だ
さ
い
6

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
?

語
ゆ
瞳
鰭
陣
織
」

d
a
d
-
-
E
L去・
問
い
合
わ
せ
千
葉
県

接
嬢
嶺
二
世

v
g時

i
n
7
2
)

、

官

齢

制

起

訴

E
予言。
4
7
2
i
m

(
火
)
‘
持
詩
(
火
)
‘

2
河

1
g
a
l
l
i
-
-
I
l
i
-
-
-

(
火
)
、

8
ロμ
(

火
〉
、
村
山
口
口
(
大
)
・
総
本
公
常
品
開
生
協
会
で
は
、
後
期
時
者

9
3
n
l
H
(
火
〉
‘

8
n
(
火
)
‘

u
N

目
。
夜
間
間
と
し
て
第
一
、
二
、
ご
し
民
間
碓

口口
U

時
間
附
は
午
後
2
時
か
ら
4
時
ま
で

V
場
所
砧
閣
総
総
所

wv
揖
級
内
容
政
分
の
M
W
坊
や
刊
行
動
に

つ
い
て
お
れ
同
み
の
λ
、
チ
と
も
の
発
達

ゃ
ん
行
動
が
心
一
院
な
人
、
跡
梢
神
障
降
車
官
品
噛
め

治
療
や
社
会
搬
問
機
に
つ
い
て
‘
潟
市
卦

〈
ア
凡
中
て
ン
シ
ナ
i
滋
び
な
ど
で

附
闘
叩
て
い
る
人
D

掛
一
軍
福
岡
に
よ
る
予
約
制
制
T
す
令
聯
め
に

抽
出
即
時
柚
間
内
へ
中
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

A
V
 

2
a

ギ
ッ
ク
リ
機
は
、
日
常
的
何
で
も
な
際
衡
を
紛
f
に
は
、
淡
し
い
泊
四
勢
ゃ

い
パ
切
い
い
剣
山
げ
や
姿
勢
が
大
い
に
か
か
わ
っ
て
動
作
的
注
意
の
ほ
か
に
‘
蔑
む
か
な
叩

臨

桜

い

る

こ

と

が

あ

り

事

す

。

定

車

内

中

で

た

遜

疫

の

燃

の

ト

レ

1
4一
ン
ク
に
よ
り

け
川
ノ
綾
絞
け
は
淡
く
附
鳴
り
、
口
止
命
投
げ
織
し
か
ら
だ
や
経
艇
の
務
肉
を
十
分
総
出
棺
す

ク

〉

っ

た

り

ち

と

シ

ョ

ン

め

よ

く

効

い

た

怒

る

ニ

卒

、

さ

ら

に

総

務

と

す

ま

す

、

ツ

ご

ら

か

い

7

y
ト
レ
ス
毒
ヲ
こ
と
は
、
た
去
、
ま
穣
的
背
妥
協
が
あ

守

耐

i
ド
時
ザ
師
性
的
街
み
的
元
副
に
な
る
ニ
と
も
あ
り
つ
た
と
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
筋

‘
.
E
-
'

ま
す
c

ペ
ソ
ト
や
枕
利
子
は
緩
め
で
、
品
目
肉
に
鍛
え
あ
け
る
ニ
と
が
で
き
れ
ば
u
、

キ
ッ
ク
リ
緩
可
綴
洋
で
は
ふ
緩
・
涯
の
も
た
れ
辻
、
ま
フ
す
く
寄
り
か
か
抗
る
骨
組
み
め
絡
み
を
ト
分
に
摘
、
え
ま
す
。

一
突
き
い
、
こ
ち
ら
持
方
畿
で
は
「
キ
も
の
が
災
い
め
で
す
ロ
脂
税
務
を
引
事
務
こ
と
に
、
持
続
力
円
強
化
を
凸
制
約
と
し

ヤ
リ
際
弘
之
ペ
ヤ
y
と
機
む
」
な
ど
と
め
、
背
す
じ
を
ま
っ
?
ぐ
い
い
持
ば
し
た
で
ろ
あ
お
む
け
ま
た
は
コ
つ
ぶ
せ
で
的

鎌
田
慌
す
る
よ
う
で
す
G

何
か
の
拍
子
で
姿
勢
が
築
本
で
ナ
。
ま
た
長
〈
絞
ら
な
ト
レ

i
品
ン
グ
や
ス
ト
レ
ノ
チ
ン
夕
、

揮
官
が
ぞ
ク
ッ
と
な
ゆ
べ
定
も
つ
け
ぬ
戸
儲
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
脚
を
み
柏
ん
さ
ら
に
本
協
や
楼
機
体
制
悌
な
ど
を
覚
え

的
絡
み
が
老
り
、
体
を
動
か
す
こ
と
も
た
り
‘
ひ
き
を
高
く
し
て
怒
台
を
使
つ
る
与
と
は
非
常
口
有
効
ぞ
す
n

ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
す
ε

た
万
が
知
m
常
的
む
す
a

特
を
持
ち
上
げ
そ
し
て
酔
け
宇
げ
の
縞
神
を
も
っ
て
、

こ
れ
ほ
ど
の
緩
み
で
な
く
と
も
、
住
る
主
宰
は
、
品
物
を
体
じ
つ
け
る
よ
う
階
段
を
い
と
わ
す
、
私
や
や
ジ
ぉ
ギ
ン

波
均
一
畿
は
あ
札
、
擦
が
機
く
な
る
と
い
に
し
て
‘
必
ず
れ
V

さ
と
ぬ
関
節
を
十
骨
ク
、
手
経
な
体
織
な
と
、
年
鮎
間
に
合
わ

う
総
裁
は
無
い
人
的
方
が
玲
し
い
ぐ
ら
仰
げ
る
こ
と
に
れ
を
つ
け
て
く
ど
き
い
‘
せ
た
長
品
瓶
、
弘
a
p

る
地
道
な
砂
州
カ
づ
く
り

い
、
殺
は
も
判
的
こ
り
ま
す
@
な
か
で
も
続
出
札
的
総
た
ち
は
、
自
分
的
経
で
事
走
行
い
ま
し
ょ
う
わ
一
心
身
と
も
に
そ
っ

行
楽
街
、
一
日
中
間
州
仁
袋
勢
を
し
て
い
き
綴
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
と
譲
く
地
な
全
品
を
約
後
し
、
ぷ
叫
主
的
一
銭

た
り
、
中
腰
的
作
裁
や
重
い
特
を
絞
り
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
2

交
域
紛
め
発
き
乱
を
は
ね
巡
す
秘
判
明
と
な
る
こ
と
で

抜
う
入
、
ま
れ
い
段
遂
で
は
小
・
中
学
生
述
、
叩
イ
カ
i
や
タ
ク
ン

i
抑
制
官
及
な

や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
終
的
痛
み
を
ど
が
拍
車
を
か
け
体
問
も
テ
レ
ビ
的

制
叶
え
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
併
で
コ
口
綴
と
い
う
有
線
で
す
ョ

JJ..入選Ltコボスタ

一鐘康メモs

子

ど

も

の

漁

港

機

会

ど

ナ

。

子
ど
も
た
ち
は
お
X
W月
が
務
き
で
ニ
と
し
も
同
相
対
州
議
は
、
協
み
め
あ

す
E

ふ
だ
ん
絞
棋
で
お
党
し
い
お
父
る
ご
荷
親
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

芝

、

起

き

ん

、

か

総

選

忠

義

あ

り

た

い

と

、

ま

卒

え

と

十

吉

証

鎖

的

自

主
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市議のむるば
f堕防05議話器自主封初主主唱を守男1'ifヨ
〈火〉午露D99警がをう主主張さFゆき挙銭

授重要で;発1ln4i:官邸、 発毒号事襲、 消防Illl

M毒事士躍して千をわれま至言。

多湿のt討しちのi己主基盤防火災者を究費

支駐し、化学主撃による純化吾11駐車場{き

いきまザ。ぜひご義貴重量く左ざおい。

;務3互の場合i誌fij民会費鷲7;;)1ミ fし

で道警華己主主張fjいま苓。

40綴翼量次郎嫌 C8W)より手をつ

はぐ鏡石B重誌にお万円の録的ガおり

2ました。

40l海軍費主主活展議行幾重霊会嫁より不

掲闘員自習をの害警Jこぎ設4万総務仰を若童
話上{下重量所1=<'二寝室手話11i'ii5りEまし主主。

争指定iまよこ持軍売促護憲総合綴より、

1万8136fIlO害事的対ありさ安v段。
事渡辺こ1キ様(総〉より手そつな

ぐを諜o重量へ1ωヨF号の議員母万あり拶
し""主。

争聖書際総そ子僚{立査本〉から滋校長与

定め?とと2おfIlO襲警告時がおりまし
肯

み喜うかめ本筋線〈努〉より主士重注総

祉施設警護機援会ヘチザソティ…の

奴益金81三31総F砲の言書ilt:!11おりま

し之さ。

d島市震のまきく控室名〉より箆易マザ

ーヌホームひまわり襲撃にと11586

ooF号の霊意向日11ありさました。
毒事主主嘉手建設機会様より役会福役

室菱信蓄基金へ3015f司の寝苦阪があり2ま

いだa

中湾待望軽三子嬢(戦絡〉より滋祉の

だめ!とと1751310円の襲撃隊ガi'ii5り

ましだむ

*A:s曜重量 守何14Eヨ〈金〉午前10U寺

から滋~t台fijf.詰ゼシター

*点字勉強会 守月288(金〉午紛

10善寺から務j友会鐙

*朗議員議重量会 Hヲ268(7J()午前
lG務から

ホモF童書勉強会 !:!l至急湾総B午後1
事者から3鯨波At:台市E号令ンタ…

事望競技議事主主活動 1月憾のく火〕

*重義務襲撃事仕主主聖書 1勾21B(更さ〉

砂淡総社会議祉協議差是

官84守53'号

手策定霊祭烏会

砂をヨ善寺 1開Q臼〈をヨ自ijg偽F程

役所集をき〈線天中、 Eξ午括主終了〉

奮さ主主君綴鳥会

1><ヨ華寺 1月ヨ(Eヨ〉午鍔't:
'E君主叡苦言こ綴天中i上〉

事，~量軍 隊室長慰霊紫綬〈告聖書震の汚

!立会主警1淡lO向〉で母。翠手!l2Cり芝

お予約1'iUo
少時し込ゐ渡辺宮f主?…日52'! (絞

るべく午後日鵠綴:こしてください〉

1>持物総袋、紡襲撃箆

沼手057年101'ヨ88以後!乙寧L-iZI
みをしZ主主主怒ら主主後改良爽畿(J普

菜、 ヨ支芸誌、修繕〉お話芸員長良控室主費が

35075F号iこきi望書上げられさ表した。

接話専058年き28Eさをまで、 おi設〈ご

の玉三療費義務者壬自主と)1設と〉金書査機関で

受け付けていさまをま。詳総i誌隊長&5ir

盤整義務母lこお問い合わせぐ去さぜきい。

醐醸語翻盤盟白鶴盗;話量附随

題懇革058年尊重Of右指定水道警ヱ事Eお
く豪語録と総統〉の治主主終日請を望をひ

{廿げますc

砂串議警護主主f苦 1 日己主アモる

傍受総 1尽げのから2Fヨ12mま
では緩主主窓際襲撃へ

検飼い合わtt iJI.(激的経営餐毒襲警装

置人賂題提遂の冗同
砂防勝 11'寺20Eヨ〈木〉午後守雲寺3り

まうから4H奇
1>湯額 二子喜重県爾王手幾人残高盟邦

一Jl(不幸雲市文芸宝旺!J182-1)

1>>'1警警 E毒殺 f禁事人こ期待写るとご

、意気亀「発言震しZ三人~èニ

主主涯学綴(害事業4ωぞき〉
1>申し込み 議選おさま廷はハヌプキで

干務総主士会議機少年総メ器禁〈婦人

主筆〉千260-91不葉市市機鉛守 1 

控鈴72--23…2001' 2総5

今年こそコ…マウス在員読めてみぶ

一線緩う音楽捻毛主主主のてみよ

うといで3粉、害警本的発'PSQ淑長駐車か

ら没後ø声の若手幾多援枝一者~かし

た著者滋づくり宅をしませんが。線総

Bla:rn皇霊的議室8三子高U9時事3司会
iE午君主て弘治民会善意羽きし滋賀1。

砂問い合おぜ資質filB84治総B

書画壇重盛塑金j
B砂白書寺 1 

ら9隠さ安で

惨宅事後できる儀 式J:I一弘;オース

トでう1)戸、ブラジル、くりど7フ紛

が主催問い合わ校 二F薬害議会重喜

..，-

像機史事謁 8 ん重量 85~2481
⑮市民会書官 84~3311 
嘩市民aJ察書官 84-1110
事務長宅街縫窓綴措分縮 87ω3筏
@生主滋潔境穣{し尿・ゴミ}87-0015 
@つっと理主 88--0123 
静観市改量産毒事務所総 1171 
嘩中央公民館 82-0515，85-08竹
骨身体隊機者橘秘セン7-88-014す

IT，曽役所本庁
。つ〈し豊子支所
@湖北合受話再
電器;務オヒ支持蒔
@苦言 f主支所
@教安委員会
事水 i蕗罪悪
曜静j嵩紡著書
看静主士会教育藤

名水 i議議員重苦構相銭=悶側室10:00-15:00

ーガスもれ倹遺棄 a 消費機事警1議室豆一

総務't3tJ;Zでは、意思活文了ス市UF持

機幾重まを絞殺に、 3iflこ号盤、万

二えもれ機鐙と主尊重整機器量模菌戦苦っ

ていさま写会訪言書華寺i之皇室守Iぎつ2きお

宅!こ{革、還を喜八1ゴキを霊童いてきい

もう挫すので、総書室希裁Eヨを記入、

段差5しーとください。

{硬税i主主豊島fij11ヌ経安全iこ絞って

い主主だくとぶち弘ご協力老若ラ毒事いし

さまを賞。

紗R奪い合わな 我孫子主7ス筏主主語主

役 B824175
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期

翻臨罷留閤盟覇震

直整理立E222ことj
羽生霊担割 ブラーヴェ:フルートソ

ナタ 2詩人 1. s>イァメ、 a トリオソ

ナタ 3爵ほか

本出演常際部(-(ソプラパ

i号111事!l在(フルート}‘ ilii;li'，よ次

{ヴァイオリン}、メIHll!i主治(チ

ェロ)、長ii註干j{，..f"(チェンパ幻)

1>8善寺 ! I1l6il (H)午後2時

限H'Oi

1>入器華料 おとな!(剖1I11、高校吟

ζ:¥f7開1'1I令 illl!謀容}

。主儀 f主湾吾民会

@罪悪い翁わせ 市民会館
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〈三入議室撃手著書官需荷物ゆ事要望書窓、 北

口ひらが喝さブッヅススズキ欲気

本石J11務うそ室霊場ポピ * 
十…議室雲お索中央公E主義震診可~É話

会長雪内務定義ひろ万り *f官民主主総

[通極主語立詞劃
welcorne EngliSfト speak.~

Ing forelgnerS of any 

national!Ues 

1 CCC館襟受理長クラブ〉マ{己主、

文化むを活1員数、緩語襲誇警護費生よど膏

蕊喜連で話しぎ惑うてプlし つアです。外

数人のおと慾発をわしだいぜこ繁

いま革。恩人の参弱者をお待

ちしていま寺。

惨獄事在 E吾藤防護霊Eヨ三子商Dl0~警なら

炉主審房 総公銭宣宮

務潤い合t宣 告謡持枇047133-7391

掃さ安婦暴語圏
主語学年僚会「おんでこ議及t怠とL

3謹どW;よわが器よJ 北の条主警に

浮かぶ襲撃、選主主化渓iこ添われな

だらそこさこ係わる伝統人彩と重宝り

幸義務君主察官襲際E三へのOilび。

※出演義I，[ffir露。コ子J

砂 B~寄 1 !湾士〉午後毒初

会時3阪ま

...話語孫 子ち烈重量館〈策審議20(13)

炉入場料 180D汚(重言語革法毒装約〕

認i65びLこ:子ども事号機事会雇通路ドウミ1。

入重量殺 2[記F号、揺さ重量湾ちOOllJ

b控遣い合わt主 asu~こ;子ども毒自暴露

宮88号078

!里人機業訓練生襲警到
申告民主主能岸喜多量竺ンタ 別立っさぎ

の策コースの申しiさみを受け「す

けてい之宮之宮 2

コ…;之じよって然詐取得援護筏主主

与えられまミ言。

診器11録コース*マシニニシヅセンタ

主主絞*関紙{ヒ議アコイヒシステム

本熱主喜子撃波雪シブシステ

ム亀三次元3員三主主校総*トせ〈コツィャ

絞後m主*:銭高藍きsO)放射線探1讐
事長室巽言専門浅沼ホトン スく損壊を定〕

炉要望い世話わt空 母:ft技能続安きン
タ 〈千葉市六7J1lU274l惜0434

234622 

f覇E言語濯F~ÀJI
我孫事費聾では、省首話oマナ や
言意義遣のかけだそ笠タレント汐み乞し

そうく案内してお安宅すので官

oc∞く善意事れを示j憎いてくだ記事い。
砂内容 ?湾号

霊童霊安芸霊祭のあいさつ¥ら31

日程径護主丸0)新ず手数意義「そこっ

。〉…夜、 21'守T三iおら
f 赤でずさ安んでヨゃん~j 0);:;ラ

!cし、 3F弓?紛から芝賢一どは、
二んはときlこは霊童話でー露。

炉提重い翁ねt主
主苫薫言霊惣き42991

[亙孟-亙亙量三喜
筋肉IJ'.学段、中学校毛主茶室棄し正さ

さ話善寺o)!羽光栄7J奇"召涛し殺し

位。ま芝燃す後、長撃さんと男習時唱の?主

主主王二(治懇怒♂替在設け款を言。ふ

るってこ参どさい。

ーか白書事 1ヨ'158正佼〉受{古ゐ

'iG!f寺からね号寺3自分、流喜善‘ 1(草寺30

分だら十H絡30妥当祭主士
惨殺i語 手石総会主宮辻、

1>，在当 謀議事む37Ei'4I'さ281.:tら的
考お8Ei'4f弓18i之さ主主表れだM<
当ざるヌぎには、ま手書警/ミキで幾重E

v 悲しT:Otブ1 臼言較でに霊童万な
e¥1祭会!耳、級官警委主毒殺紅会家警警護軍

ヘご長菱総ぐださい膨

荷主主スキ…数""8主主iこそぎ干、
絡がありさ表す。みなおI1JG吾妻妻泌を
ヨラf寺おしてい絞殺。

1>8善幸 21'寺三〈午後9梼市役
所持士i発〉汐ら28日

沙議所 ち繁華霊友ま器製スキー議

砂翼線 守万邸告01=をく代、保

聖書料主主tプ。〉

少時し込み J ¥1Jキ1=1主所、 E主主主、

俊民主、言霊重義話器祭、 年襲撃、 夜名 (E主

主主〉安時号言とし、我5県5予1684祭給委
員会f本罪事運重苦て了〈先着}議〉

I>B8幸 11'寺38C符〕午前10善幸

修会場襲 金子嬬獄事毒〈我孫子1856)

惨会事費 1(弱肉〈昼食{ぢ〉

房総い合わtt 主主孫子事者E再認録会
綾子宮8H3鈴

炉B普幸 1芦別日臼(13)守=再TI9跨

分からQ

争議所名人通後ンヲ

じ奇ま〉 喜善別委費100cF号〈さ詰Eヨ納入〉
砂申し込み 守問今日的訟で

控室111窪騒〈努220-8)自820027

1タコあげは広い場競で!
蒸しい冬休み¥予ども搭んの遺棄

uo先笠j謀、芯父さんあfBされ.if3c
とま耳専売からひとこと、

rヲニi¥fjl:fj はおい場所で蓄量擦の

i尽くやめ詳しようa

もし言葉線!こそヲコガ綴みコいえさとご

殺し1.，¥;':主主f江大きな主義主主iこ主主ら

主主いよう切言さしい3フドパイス脅さき

正忘れ色、く。

少量重意語9忠 実空投機ブコ1自主室議長野

官0471043311 


